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酵母ペプチド DNF-10 は、以前より動物試験で食欲関連神経伝達物質の発現に対する影響を通じて

食欲抑制作用があることが示されていた。このダイエット素材としての可能性を検討するために、ヒ

トでの効果に対して臨床試験を実施した。成人の肥満者 54 名を対象として、酵母ペプチド DNF-10 1g/

日摂取群と、偽薬を摂取する陰性対照群で、10 週間の試験を行った結果、男女共に対照群は体重及び

体脂肪関連指標の増加または若干の減少の傾向を示したのに対して、酵母ペプチド DNF-10 群は 10 週

間持続的なエネルギー摂取減少とともに、体重、体質量指数、体脂肪量、体脂肪率、ウエスト周り、

皮下脂肪の厚さの明らかな減少傾向を示し、特に除脂肪体重減量では有意な差がなかったものの、体

重、体質量指数、ウエスト周り及び皮下脂肪の厚さの有意な減少を見せ、酵母ペプチド DNF-10 はカ

ロリー摂取減少による体重及び体脂肪、特に腹部脂肪の減少を誘導させることが示された。これは動

物試験結果で示された食欲抑制に関連する作用によるものと判断される。 
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